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齢の ビスボスフォネー ト投与Wistar系ラッ トを
用いた。採取試料 を1O%中性緩衝ホルマ リンで
固定後,通 法に従い厚 さ4μmの 近遠心断連続切
片 を作製 し,H-E染色 もしくは酒石酸耐性酸性
フォスファターゼ(TRAP)染色 を施 し観察 した。
生後9日,対 照群では,咬 合面 を覆 う骨組織が




生後12日,対照群では,咬 合面 を覆 う骨組織











床底の変形がさらに進行 し,根 間中隔の骨形成 は
未だ観察 されなかった。髄床底下の骨組織では,
大型の破骨細胞が不規則 に分布 していた。
生後20日,実験群 の歯根 は変形 しなが らも形
成 される傾向にあり,根尖部骨組織においては,
一定数の破骨細胞が観察 された。変形 したヘル ト
ヴィッヒ上皮鞘 と骨梁が混在する像がしば しば見
られた。
以上の結果,ビ スホスフォネー トを投与 し破骨
細胞の機能を障害することで,咬 合面 を覆 う骨組
織の残存,既 存骨梁の圧迫による歯胚の変形,ヘ
ル トヴィッヒ上皮鞘の断裂,屈 曲,歯 小嚢の圧迫,
歯根および髄床底,歯 周靭帯,根 間中隔の形成障

















寄与す ると高 く評価 された。審査を通じ申請者が
十分な学識を有 していることが認められ,学 位授
与に値すると判定 した。
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